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データから見る
自動認識市場の最新動向
バーコードをはじめとする自動認識市場は年々拡大を続けています。

利用される場面も製造現場から流通、私たちの身の回りの生活の中にも

浸透し、利用する形もさまざまになっています。

今月は自動認識システム協会発表の昨年度の市場統計と今年度の市

場予測をもとに自動認識技術の最新市場動向をご紹介します。

自動認識の市場概況

２００６年度の各カテゴリ市場統計

自動認識技術は現在「バーコード」、「RF-

ID」、「バイオメトリクス」の３つの大きなカテ

ゴリに分類されています。

バーコードのカテゴリには２次元コードも

含まれ、稼働している台数、新たに発表さ

れる製品の数、マーケットサイズともに自

動認識技術の中では一番大きなカテゴリ

となっています。中でも２次元コードはＦＡ

業界を中心に浸透してきましたが、ここ数

年でほとんどの携帯電話でＱＲコードが読

み取れるようになり、電車の車内広告や雑

誌、観光地での案内などＱＲコードを利用

したアプリケーションが頻繁に目につくよう

になるなど、２次元コードの利用範囲は着

実に広がっています。

物流・運輸業界ではＵＨＦ帯を使った長

距離通信のＲＦ－ＩＤに注目が集まり、いま

もさまざまな分野で実証実験が盛んに進

められています。私たちの日常生活の中

では「お財布ケータイ」や「Ｓｕｉｃａ／ＰＡＳ

ＭＯ」といったＩＣカード内蔵の乗車券シ

ステムなど、毎日の生活に密着したところ

で利用される便利なツールとして市場が

急速に拡大しました。

指紋や声紋などの身体的特徴を利用す

るバイオメトリクスは個人情報保護法の後

押しもあり、銀行のＡＴＭなどをはじめとし

てさまざまな分野に広がりを見せています。

それにともなって市場は飛躍的に拡大し、

自動認識技術の１カテゴリとして成長して

います。

①バーコードリーダー（グラフ２を参照）

２００６年度のバーコード関連市場は製造

業の設備投資が増大したことで、出荷台

数は２００５年度比１４．５％増、台数で１４６

万台の伸びとなっています。特に２次元コー

ド関連ではＦＡ、食品、流通など業態に関

係なく幅広く浸透してきています。なかで

も無線ハンディターミナルは、トレーサビリティ

に求められる情報鮮度とリアルタイム性が

重要視されていること、無線ＬＡＮの高速

化とメーカー間の互換性が向上したこと、

さらには利用に際しての専門技術がなくて

も比較的簡単に使えるようになってきたため、

バッチ式ハンディターミナルからの切替え

が加速し、出荷台数が伸びています。

②ＲＦ-ＩＤ全般（グラフ３を参照）

２００６年度はアミューズメントなどでの一

般消費分野での利用やＳｕｉｃａ、ＰＡＳＭＯ

といった交通機関での利用が広がったこと

で、出荷金額は１２．９%増の３６４億円とな

りました（対２００５年度比）。身近なところで

の利用については需要が大きく増えたこと

でリーダ／ライタやタグの低価格化が進み、

これまでRFIDの利用効果に興味を持ちつ

つも価格面で断念していた製造業などで

利用が広がりつつあります。全般的に良い

循環に向かっていると言えるでしょう。

ＲＦ－ＩＤで利用されている周波数帯域別

にみると、短波帯が全体の７２%を占めてお

り、物流・運輸業界で期待されたＵＨＦ帯

は現在も実証実験が続けられている状況で、

全体に占める割合は１．９%に留まっていま

す。
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●グラフ１：自動認識関連機器の出荷金額推移
（億円）

●グラフ２：バーコードリーダー 市場規模推移
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●グラフ３：ＲＦ-ＩＤ 市場規模推移（億円）



Ｑ．携帯電話で読めないQRコードがあるのはなぜ？

Ａ． 雑誌、ポスターなどに印刷されているＱＲコードの中に、たまに携帯電話で読めない

ものがあります。原因は「印字品質が悪い」「印刷が小さすぎる」「コードの周りの余白が

少ない」というようなことです。民生品に印字をする場合には正しい知識で、読み易い印

字をしなければなりません。逆に工業品では悪い状態のＱＲコードを正しく早く読み取る

ことが求められ、同じバーコードリーダでも民生品とは似て否なる物となっています。
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医薬品 包装機械
包装資材ＥＸＰＯ

● 展示会情報 

第２０回 インターフェックス ジャパン / 医薬品 包装機械・包装資材ＥＸＰＯ

６月２０日から２２日の３日間にわたって有明・東京ビックサイトにて『第２０回インター

フェックス ジャパン/医薬品包装機械・包装資材ＥＸＰＯ』が開催されます。当社ブー

スでは医薬品業界で標準化が進むＲＳＳ／ＲＳＳ合成シンボル関連製品を中心に最

新のラインアップを展示します。

●製薬業界必見！ＪＡＮ/ＲＳＳ併記読み取り対応の『ＲＳＳデータフォーマットチェッカー』

●ＲＳＳコード対応オフライン検証機・１３０万画素インライン検証機

●カートナー印字装置（（株）ミキタ、サンクス（株）、相互印刷紙器（株）の協力により、

ＲＳＳコードの印字から検証までをシステムとして紹介します）

会 期　　２００７年６月２０日（水）～２２日（金）
場 所　　東京ビックサイト 
ブースNo 　　１６－３１　（右図参照）

③バイオメトリクス

バイオメトリクス関連の製品は、２００５年に

銀行のＡＴＭで浸透した「手のひら認証」や

パソコンや携帯電話の「指紋認証」などで

用いられたことで前年度比１５倍という飛躍

的な出荷台数の伸びがありましたが、２００

６年度は指紋認証、静脈認証共に一定量

普及が済んだことで出荷台数も減少し、対

前年度比の出荷台数は３１％減の９１万台

となりました。

④ソフトウェア

２００６年度は無線ハンディターミナルや

RF-ID関連製品の市場が大きく伸びたため、

それに伴うソフトウェアが大幅に伸び、２００

５年度比で４．１％増の６７億円となっていま

す。自動認識関連のソフトウェアは、従来

はハンディターミナル、ＰＯＰ端末、無線な

どがメーカー独自の開発環境で作られてい

たため、受託開発やユーザーのニーズに

合わせた開発が圧倒的多数を占めていま

した。しかし、近年ではＬＡＮ／無線ＬＡＮ

やＷＥＢ、Windows CEの普及など開発要素

の標準化が進んだこともあって、ユーザー

側での開発技術のハードルが低くなり、ミド

ルウェアを含むパッケージソフトの需要が

増えています。

２００７年度のバーコード関連の市場は前

年度に引き続き２次元コードや無線ハンディ

ターミナルの伸長が見込まれています。特

に医薬品業界で標準化を進めているＲＳＳ

シンボルの本格的な展開や、ダイレクトパー

ツマーキングの技術向上によって自動車部

品、半導体、電子部品業界で固体管理が

必要なトレーサビリティへの需要拡大など

がすでに予見されており、市場は順調に拡

大していくものと予測しています。

ＲＦ-ＩＤとバイオメトリクスについては、固体

認証の利用やセキュリティ関連などで市場

が広がり始めており、今後その仕組みに対

する認知度が進むことによって大きく伸展

するであろうと予測しています。特にＲＦ-ＩＤ

はＵＨＦ帯がいよいよ実証実験段階から本

格的な導入時期を迎えると期待されており、

極小チップの特徴を活かしてチケットやカー

ドなどのセキュリティ分野での利用拡大が

見込まれているマイクロ波帯と共に大幅に

伸びると予想されています。

このような予測をもとに算出すると、今年

度の自動認識全体の市場規模は２，８００

億円。バーコードリーダー関連では５４６億

円／１４８万台規模の市場に成長すると予

測しています。

バーコードをはじめとする自動認識技術

は今年度もさらに広がりを見せることでしょう。

現時点で予測されている市場の動向に対

し自動認識技術をより身近に、より効果的

にご利用いただけるよう、弊社も６月には

RSSコンポジット対応インライン検証機、固

定式オシレーティングスキャナ、ダイレクトマー

キング検証ソフト。７月にはＲＳＳコンポジット

対応オフライン検証機、２０００スキャンリー

ダなど様々な新製品のリリースを予定して

開発を進めています。

２００７年度
自動認識技術の市場動向予測


